
※ちなみにお隣の富士見市では、政務調査費は年額２４０,０００円であり、�

　当町の年額６０,０００円に比べると４倍にあたります。

　しかし、一方で議員さんの中には、議員活動をする上で年額６０,０００�

　円は少ないのではないだろうかという意見もあるようです。

３．政務調査費

２．費用弁償

■� 議会レポート

　　５月１０日に開催された、議員研修にて、議員報酬、費用弁償、政務調査費等について説明がありました。住民の皆様に少しでも議員の現状について知っていただくべくご報告いたします。

１．議員報酬

三芳町議会議員の報酬は、下記の通りです。役職により異なっております。

議長　　　　　　　　月額３２６，０００円

副議長　　　　　　　月額２７２，０００円

常任委員長　　　　　月額２６０，０００円

常任副委員長　　　　月額２５４，０００円

議員　　　　　　　　月額２５２，０００円

※ただし、この中から所得税、共済会掛金、互助会会費等

６５，０００万円～９０，０００円が引かれます。

２．費用弁償

　　　一律の費用弁償は、すでに廃止されています。現在は、交通費等の実費弁償になっています。

３．政務調査費

　　　三芳町では、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、議会における会派（一人も含む）に対して交付されます。交付額は、所属議員一人に対して月額５，０００円です。

　　　政務調査費の使途は、調査研究費、研修費、会議費、資料購入費、事務費として認められ、収支報告においてすべて領収書の添付が義務付けられています。

　　　従って、当町においては近隣の市町村のような政務調査費の使途に関しては全く問題がないものと思われます。

※� ちなみにお隣の富士見市では、政務調査費は年額２４０，０００円であり、当町の年額６０，０００円に比べると４倍にあたります。

　しかし、一方で議員さんの中には、議員活動をする上で年額６０，０００円は少ないのではないだろうかという意見もあるようです。

■『自問自答』　～会派って？

　

投票日の翌日、４月２３日には当選証書の授与が行われました。新人の議員としてどうにか住民の皆さんの負託に応えなくてはいけないと、その責務の重さを強く感じていました。

しかし、それと平行するような形で、水面下ではすでに会派の勧誘活動が行われ始めていました。

町民の皆さんの信任を重く受け止めていた時でしたので、何となくピンとこない気がいたしました。

「会派とは、議会における基本的な政策が一致する議員の集団をいう。」

（三芳町議会議員会派規程）

とあるように、基本的には政策的一致が前提です。また、原則的には２人以上で構成することが求められていますが、１人会派も容認されています。

会派を作ることの目的は、共通の政策を前提にした政治活動です。しかし、実際には、上述した政務調査費が会派に対して交付されることや、会派ごとに部屋が用意されること等もあるかと思われます。

現在、三芳町議会には、２１町政クラブ（３人）、公明党（３人）、共産党（３人）、民主党（１人）、ネットワーク三芳（１人）の各会派があります。

もちろん、こうした各会派も政治理念や政策、志などが一致して、集まって作られているものと考えられます。しかし、あまりにも迅速過ぎる動きは、ややもすると議長、副議長職という役職取りの数合わせに走っているようにも見受けられます。

つい先日まで繰り広げられていた選挙戦での候補者の姿とは、似ても似つかない姿に見えます。住民不在の密室の政治になってしまってはいけないと感じました。

しかし、民主主義は、多数決の原則がありますから、最終的には数の論理も理解できます。決して、会派勧誘活動を否定する気持ちはありません。

「でも何か変だなあ・・・？」

これが、新人議員の、まだ一町民の立場に近い率直な感想でした。

私も、そうした現実を踏まえ、政治理念や志を見極め、会派に所属しました。新人同士で町に新しい風を入れるための勉強会も立ち上げました。

あくまでも、駅で立ち、町を歩き、多くの人に接した時の町民の皆さんの感覚を、思いを大切にしていきたいと考えています。

■ 議会レポート
５月１０日に開催された、議員研修にて、議員報酬、費用弁償、政務調査費�

等について説明がありました。住民の皆様に少しでも議員の現状について�

知っていただくべくご報告いたします。

１．議員報酬

議長　　　　　　　　月額３２６，０００円

副議長　　　　　　　月額２７２，０００円

常任委員長　　　　　月額２６０，０００円

常任副委員長　　　　月額２５４，０００円

議員　　　　　　　　月額２５２，０００円

※ただし、この中から所得税、共済会掛金、互助会会費等

　６５,０００円～９０,０００円が引かれます。

　三芳町では、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、議�

会における会派（一人も含む）に対して交付されます。交付額は、所属議�

員一人に対して月額５,０００円です。

　政務調査費の使途は、調査研究費、研修費、会議費、資料購入費、事務�

費として認められ、収支報告においてすべて領収書の添付が義務付けられ�

ています。

　従って、当町においては近隣の市町村のような政務調査費の使途に関し�

ては全く問題がないものと思われます。

　一律の費用弁償は、すでに廃止されています。現在は、交通費等の実費�

弁償になっています。

■『ピカいち!!さんの自問自答』～会派って？

　投票日の翌日、４月２３日には当選証書の授与が行われました。新人の議員として�

どうにか住民の皆さんの負託に応えなくてはいけないと、その責務の重さを強く感じ�

ていました。

　しかし、それと平行するような形で、水面下ではすでに会派の勧誘活動が行われ始�

めていました。

　町民の皆さんの信任を重く受け止めていた時でしたので、何となくピンとこない気�

がいたしました。

　「会派とは、議会における基本的な政策が一致する議員の集団をいう。」

　（三芳町議会議員会派規程）

　とあるように、基本的には政策的一致が前提です。また、原則的には２人以上で構�

成することが求められていますが、１人会派も容認されています。

　会派を作ることの目的は、共通の政策を前提にした政治活動です。しかし、実際に�

は、上述した政務調査費が会派に対して交付されることや、会派ごとに部屋が用意さ�

れること等もあるかと思われます。

　現在、三芳町議会には、２１町政クラブ（３人）、公明党（３人）、共産党（３人）、�

民主党（１人）、ネットワーク三芳（１人）、ｗｉｎｇ（１人）そして、大空（４人）�

の各会派があります。

　もちろん、こうした各会派も政治理念や政策、志などが一致して、集まって作られ�

ているものと考えられます。しかし、あまりにも迅速過ぎる動きは、ややもすると議�

長、副議長職という役職取りの数合わせに走っているようにも見受けられます。

　つい先日まで繰り広げられていた選挙戦での候補者の姿とは、似ても似つかない姿�

に見えます。住民不在の密室の政治になってしまってはいけないと感じました。

　しかし、民主主義は、多数決の原則がありますから、最終的には数の論理も理解で�

きます。決して、多数派工作を否定する気持ちはありません。

　「でも何か違うなあ・・・？」

　これが、新人議員の率直な感想でした。

　私も、そうした現実を踏まえ、政治理念や志を見極め、会派「大空」に所属しまし�

た。また、新人同士で町に新しい風を入れるための勉強会“Ｌｉｇｈｔ-ｈｏｕｓｅ”�

（灯台）も立ち上げました。

　あくまでも、駅で立ち、町を歩き、多くの人に接した時の町民の皆さんの感覚を、�

思いを大切にしていきたいと考えています。

三芳町議会議員の報酬は、下記の通りです。役職により異なっております。


